



































































































































































































































































































































































されたい。Karl Heinz Bohrer, Die Ästhetik des Schreckens. Die pessimistische Romantik und Ernst Jüngers Frühwerk,
Ullstein Materialien, 1983, S. 470ff.






9）Jünger, Der Arbeiter, S. 63.
10） ユンガーの追悼論の変遷については、註 4に挙げた拙訳解題を参照されたい。
11） Ernst Jünger, „Nationalismus und modernes Leben“, Arminius, Nr. 8, 1927, S. 5.
12） Jünger, Der Arbeiter, S. 7.
13） 前掲註 6を参照されたい。ちなみにユンガーの死去に際してジートラーが述べた言葉も、ボーラーと類似した
評価を示している。Vgl., Wolf Jobst Siedler, Berliner Zeitung, 18. 02. 1998.
14） 言及される作品の作者名が全く示されず、題名についても引用符がほとんど付されていないために、引用や
言及であることが分かりづらい箇所が多々ある。一例を挙げると、ゲーテの『ファウスト』が引用符なしにた
だ ihren Faustと表記されている箇所がある。これは、直前に置かれた形容詞の語尾が男性 4格の変化形をとって
いることから、男性の人名を表していることが分かる。ここからこれがゲーテの『ファウスト』を指している
ことが推測されるものの、―文法的には無理だが―前後の文脈から考えるならば一般名詞の「拳」（女性名




16） ユンガーは 1927年から 1933年までベルリンに住み、『労働者』の資料集めと執筆の傍ら、この大都市の散策
と観察に励んだ。『労働者』第34節における都市観察は、匿名化されているものの、ベルリンが主たる舞台となっ
ている。特にその第 12段落で述べられる地域ごとの都市景観はベルリンのそれと一致する。
17） Ernst Jünger, Sturm, Sämtliche Werke, Klett-Cotta, Bd. 15, SS. 9~74.
18） 例えば、ユンガーの百歳誕生日に際して『シュピーゲル』誌が行ったインタヴューにおいて、彼は次のよう
な発言をしている。「私は一度も党派に属したことがありません。政治には特に興味があったわけでないので
す。」”Wie ein Geschoss zum Ende”, Der Spiegel, 13/1995, S. 240.
19） ユンガー自身の言葉を借りれば、翻訳に対する反対は、翻訳を通じた粗雑な理解が不可避的にもたらす「政
治化という厄介事」を避け、彼がようやく手に入れた「好ましい凪」を維持するための防衛措置であった。Vgl., 









22） Jünger, Der Arbeiter, SS. 36f.
23） 『労働者』には、労働者の時代の特質を言い表すために、「全体的革命（die totale Revolution）」、「全体的空間（der 
totale Raum）」、「全体的支配（die totale Herrschaft）」、「全体的動員（die totale Mobilmachung）」、「全体的戦争（der 
totale Krieg）」などという形で、「全体的」という形容詞が頻出する。





とレオポルト・ツィーグラーの『神々の形態変遷』（1920年）からの影響を指摘している。Helmut Kiesel, Ernst 







いきました。私の読者はそれを知っています。」Ernst Jünger, Einleitung der Dankrede bei der Verleihung des Goethe-
















Chung, Ernst Jünger und Goethe. Eine Untersuchung zu ihrer ästhetische und literarische Verwandtschaft, Peter Lang, 2008,
SS. 129f. 他方、『労働者』の補足として書かれた後年の二つの作品の中で、ユンガーは明示的にゲーテの形態学
を基準としつつ自らの形態概念を説明している。これらを見る限り、「労働者の形態」概念に対するゲーテの形
態学の影響は明白である。次を参照されたい。Ernst Jünger, Maxima-Minima. Adnoten zum >>Arbeiter<<, Sämtliche
Werke, Klett-Cotta, Bd. 8, SS. 319~387, und ders., Typus, Name, Gestalt, Sämtliche Werke, Bd. 13, SS. 83~174. 例えばユ
ンガーはこう述べている。「労働者を超人やプラトン的な理念として見るとすれば、それは誤りでしょう。むし
ろ労働者はゲーテの原植物の意味における形態として見られるべきです。また形態は類型ではなく、類型を形













32） 筆者は、註 4に挙げた解題において、ユンガーの作品全体を初期、中期、後期の 3期に分ける解釈を提案した。
詳しくは、それを参照されたい。
